
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 小学校段階の学習では、子どもたちが将来社会人として自立するための基礎となる「基礎的・

基本的な知識及び技能」を蓄え、「思考力、判断力、表現力等」を鍛えるとともに、「主体的に学

ぶ力」を育みます。学校でもそれらが身に付くよう日々努力していますが、家庭学習を通して家

庭との連携を図ることで、その成果を何倍にも高めることができます。 

 保護者の皆様におかれましては、趣旨をご理解いただき、子ども達のために、ご協力賜ります

ようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書や辞典、図鑑などで調べ学習をすること 

・大切なことをノートにわかりやすくまとめること 

・学習したことを日常生活で活用すること 

・学習したことのふりかえり（感想・考えたことを書く 

 学んだことの意味を書く）をすること    など 

・集中力   ・目標を持つ力  ・継続力  ・責任感  ・計画性  ・我慢強さ  

・時間を有効に使う力（勉強や読書・運動・手伝いに使う時間を、テレビやゲームに費やす時間より多く） 

 

 

 

○毎日決まった時間や決まったタイミングで自学ノートを開くには、時間と自分がするべき行動を照らし合わせなければなりません。 

低学年のうちからそれを意識するのとしないのでは、学年が進むにつれて時間管理能力に差が生じるでしょう。 

○１日２４時間というのは、万人に共通です。この平等に与えられた時間の中で、「いかに効率よく時間を使うか」という意識が小学 

 生のうちに身についてしまえば、中学校、高校、大学と進んでも大いに役立つはず。…（中略）…そしてそれは、大人になっても 

 役立つ一生の財産となります。時間の使い方は、一日にこなせる仕事の量やプライベートタイムの過ごし方にも影響します。 

「秋田県式家庭学習ノート」（主婦の友社）より 

・教科書に出ているような文章をすらすら読むこと 

・学年ごとの漢字を読んだり書いたりすること 

・教科書に出ているような算数の問題を解くこと 

・理科や社会の教科書に出ている内容を理解すること 

・「気になる！」、「知りたい！」と興味をもって追究 

 すること 

・「なぜだろう？」と疑問に思ったことを追究すること 

・「得意分野」を伸ばそうとすること 

・「苦手分野」を克服しようとすること     など 



                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子ども自身が行う「答え合わせ」・・・中学年・高学年（３～６年生） 

  ○ 子どもたちにとって、「答え合わせ」は「正解・不正解」を確かめるだけの活動と思わ 

   れがちですが、実際は、学習内容の理解に関わる重要なものといえます。 

  ⇒「不正解」だった問題については、「どこが間違っているのか」、「どうして間違えてしま 

   ったのか」を丁寧に探ることにより、「自分の理解度」を把握できます。また、「苦手なと 

   ころの克服（もう一度考える・練習をする）」をすることによって、「確かな定着」へとつ 

   ながっていきます。 

  ⇒このプロセスを忠実に実行できれば・・・ 

「答え合わせを通して、学習内容の確実な定着につなげる」ことができるといえます。  

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 低 学 年 中 学 年 高 学 年 

目

標 

基本的な学習習慣を 

身につける 

自ら取り組んだ学習 

を振り返り、次へ生かす 

予定を立て、 

自ら学習をデザインする 

時

間 

１年生 ２０分以上 

２年生 ３０分以上 

３年生 ４０分以上 

４年生 ５０分以上 

５年生 ６０分以上 

６年生 ７０分以上 

内

容 

○宿題ができる 

○宿題以外にも、少しずつ自学が  

できる 

○少しずつ自分で答え合わせが  

できる 

○宿題が確実にできる 

○興味・関心、必要感に基づいた 

自学に取り組むことができる 

○自分で答え合わせができる 

 また、やり直しができる 

○宿題はもちろん、計画的に自学 

 に取り組むことができる 

○課題意識・必要感に基づいた自学 

ができる 

○答え合わせと間違いの分析、やり 

直しができる 

 

・わかりやすく、学びがいのある 

 授業づくり 

・直近、またはしばらく前の学習内容 

 を復習できる宿題の提供 

・子どものよさを生かした家庭学習 

（自学）の提案 

・生活リズムを整え、決まった場所と時間で学習 

 に集中できる環境づくり 

・頑張りを認めたり、はげましたりするなど、 

 温かい対話 

・可能な範囲でのアドバイス 

・低学年では、自学の際の「答え合わせ」※ 

①学習する時間を決めて、毎日同じ時間に！ 

②テレビやスマホ等から離れて、集中力アップを！ 

③きれいな机、よい姿勢で！ 

自学ノートは、 

１０ｍｍマスノート 

を用意してください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一人で学習の内容を決めるのはまだ無理難しく、家庭の手助けが必要です。 

○「がんばったね！」、「よくできたね！」などのほめ言葉が、やる気を生み出します。 

○いろんなことに興味を持ち、何でも知りたがります。 

○ひらがな、カタカナを読む・書く 

○語のまとまりに気をつけて、音読する 

○「てにをは」を使い分けて、文章を書く 

○100までの数を数えたり表したりする 

○簡単な２けたのたし算、ひき算をする 

○時計の時刻を読む 

○鉛筆を正しく持って、正しい姿勢で書く 

                など 

 「早寝・早起き」、「しっかりと朝食をとる」、

「朝の排便」、「正しい姿勢で座る」、「鉛筆を

正しく持つ」、「机の上を整頓する」、「テレビ

やゲームの時間を守る」などの基本的な生活

習慣を身に付けることが、これからの学習の

土台となります。 

 小学校１・２年生の家庭学習には、家族の手助けが欠かせません。その際、「よ

くできたね！」などのほめ言葉、「よくがんばったじゃない！」などの努力を認

める温かい言葉が前向きな意欲を生み出します。学習習慣定着のためには、愛情

のこもったコミュニケーションで、粘り強く働きかけていくが大切です。 

 大人が、お手本となるような「学ぶ」姿勢を見せましょう。家族ぐるみでより

よい学習環境づくりに努めることが大切です。例えば、子どもにあった本を周り

に置く、読み聞かせをする、などは効果的です。 

○160字程度の漢字の読み書きをする 

○順序良く話をする 

○筆算を使って計算する（定規を使う） 

○２けたのたし算・ひき算をする 

○簡単な３けたのたし算・ひき算をする 

○九九をすらすら言う 

○決められた長さの直線を正しく引く 

など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 好奇心が旺盛となり、自立心も芽生えてくることから、自分でやろうとすること

が多くなります。自分でできることは自分でさせるようにしていく事が大切です。

だからと言って、まかせっきりにするのではなく、特につまずきや苦手なことにつ

いては、家族の温かい励ましやアドバイスが、やる気を起こさせるうえでとても重

要です。 

 時間を意識させ、けじめをつけさせることは、自立心や学習への集中力を高め

ることにつながってきます。特に、テレビやゲームなどの時間を家族で話し合い

ながら決めて、自分で守るようにさせていくことが大切です。 

 学習範囲が広がることで、学習の個人差も出てきます。そのような時には、友

達やきょうだいと比べたりするのではなく、子どもの「やる気」を見逃さないよ

うにして、ほめたり励ましたりすることで意欲を引き出してくことが重要になり

ます。 

○200字程度の漢字の読み書きをする 

○漢和辞典を使う 

○小数のかけ算・わり算をする 

○同分母分数のたし算・ひき算をする 

○コンパスを使って簡単な図形をかく 

○分度器を使う 

○地図帳を使って場所や地名を調べる 

○都道府県の名前や位置を覚える 

○金属や水、空気の性質や電気の働きを 

 知る             など 

○200字程度の漢字の読み書きをする 

○ローマ字を読んだり書いたりする 

○国語辞典を使う 

○４けたまでのたし算ひき算をする 

○２～３けたのかけ算の筆算をする 

○わり算をする 

○はかりを使って重さを読む 

○標茶町について大まかに学ぶ 

○乾電池や磁石、鏡を使って実験をする 

など 

○自立心が芽生え、「自分でやろう」とすることが多くなりますが、まだ手助けは必要です。 

○好奇心が旺盛で、行動範囲も広まります。 

○みんなと行動することを好むとともに、口ごたえや反抗が少しずつみられるようになります。 

○家族の温かい助言や励ましの言葉が、やる気を起こさせます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校での役割、また、地域の少年団などの練習が本格化する子もいて、休み時間

も放課後も慌ただしくなります。充実した日々を過ごすため、その日の予定を立て

て、見通しを持って学習しましょう。必ず、学習する時間帯を決めましょう。 

 生活のリズムは、決まったことを決まった時刻にすることから身につきます。「起

きる時刻」、「食事の時刻」、「寝る時刻」などを決めて生活しましょう。テレビやゲ

ーム、パソコンなどの時間が長くなり過ぎて、家庭学習ができない、睡眠時間が確

保できないということのないようにしましょう。ここで身に付いた学習習慣は、中

学校でも必ず役立ちます。 

 将来の夢や希望、勉強する目的や学校での様子、失敗談などを、家庭で話し合い、

目標を持って努力することの大切さについて考えてみましょう。学習の個人差が

さらに大きくなってくる時期ではありますが、「自分がどれだけ頑張ったのか」が

大切な点なのです。伝記（偉人伝）などを読んで、人の生き方に関心を持つのも

いいかもしれません。 

○小学校で習った漢字の読み書きをする 

○習った漢字を使って熟語を書く 

○分数の加減乗除を行う 

○歴史上の人物や事件について説明する 

○「三権分立」など、公民的な社会用語 

 の説明をする 

○世界の主な国々の名前と位置を知る 

○水溶液、金属や水、空気や電気の働き、  

 また、人の体のつくりを知る   

〇英文をバランスよく書き写す  など 

 

○185字程度の漢字の読み書きをする 

○習った漢字を使って熟語を書く 

○異分母分数のたし算・ひき算をする 

○割合・百分率を使った問題を解く 

○単位量当たりの大きさを知る 

○日本の産業の特徴を知る 

○人や植物の成長、天気の変化、動きの 

 規則性や水溶液、電磁石について知る 

〇アルファベットの大文字や小文字を正 

しく書き写す         など 

○自分を客観的に見つめたり、友達と自分を比べたりするようになります。 

○考える力も大人並みになり、時には大人への反抗も見られるようになります。 

○得意な教科と苦手な教科を意識し始めます。 

○先生や家庭のアドバイスによって、学習に対する興味・関心が大きく左右されます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【紙バージョン】 

  

 

 

【デジタルバージョン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年生～6年生は、「家庭学習計画・ふりかえりシート」を使用します。これは、家庭学習

に取り組む前に、自分の目標や課題をもって取り組んだり、自分の学習を振り返って、次の

家庭学習に進んでいけるようにするものです。 

はじめは「紙バージョン」を使用しますが、「デジタルバージョン」を使用することもでき

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ★★★たとえば★★★ 

こくご 

○文字のれんしゅう（ひらがな・カタカナ・かん字） 

  ・おうちの人が つくった もんだいに とりくむ 

  ・かたちを よく見て ていねいに 

  ・「とめる」「はらう」「はねる」に 気をつける 

○本を よんだ かんそう や にっき を かく 

  ・おもしろかった ところを かく 

  ・したこと や 見たこと 気もちを かく 

○音どく 

  ・大きく はっきり すらすら 気もち 

さんすう 

○もんだいにちょうせん 

  ・おうちの人が つくった もんだいに とりくむ 

  ・きょうかしょの もんだいに もう一ど とりくむ 

そのほか 

○なわとび てつぼう どくしょ けんばんハーモニカ  

〇がいこくごの アルファベットを かく 

○クロームブックで できる学しゅう など 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校からの お手がみは おうちの人に わたしましたか（おきましたか） 

○学しゅう するばしょは かたづいていますか 

○しせいや えんぴつのもちかたは 正しいですか 

○まずは 「しゅくだい」に しっかり とりくみましょう 

○しゅくだいや 「じ学」ノートに きょうの 日づけを かきます 

○「じ学」ノートに 学しゅうの めあて（「ひらがなのれんしゅう」など）をかきます 

 

○しゅう中して 学しゅう しましょう（２０分 いじょう） 

○しゅくだいは かならず しましょう 

○「じ学」は できるひとは すこしずつ してみましょう 

 

○つくえの上を かたづけて しゅくだいや じ学ノートを おうちの人に 見せましょう 

○じかんわりを たしかめて あすの じゅんびを しましょう 

                   （じがんわり・もちもの・えんぴつをけずる） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                ★★★たとえば★★★ 

国語 

○文字のれんしゅう（かん字・その他） 

  ・おうちのひとが つくった もんだいに とりくむ 

  ・自分で もんだいを 作ってみるのも いいね 

  ・「とめる」「はらう」「はねる」に 気をつける 

・教科書の 文を うつして書く 

○ことばのいみしらべ 

  ・じてんなどをつかって あたらしいことばを 知る 

○本を 読んだ かんそう や 日記 を 書く 

  ・おもしろかった ところを 書く 

  ・したこと や 見たこと 気もちを くわしく 書く 

  ・考えたことを 書く 

○音読 

  ・大きく はっきり すらすら 気もち 

算数 

○もんだいにちょうせん 

  ・おうちの人が 作った もんだいに とりくむ 

  ・教科書の もんだいに もう一ど とりくむ 

そのほか 

○なわとび てつぼう 読書 けんばんハーモニカ  

〇がい国ごの アルファベットを かく 

○クロームブックで できる学習 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

○しゅくだいや 「自学」ノートに 今日の 日づけを かきます 

○「自学」ノートに 学しゅうの めあて（「ひらがなのれんしゅう」など）をかきます 

 

○学校からの お手紙は おうちの人に わたしましたか（おきましたか） 

○学しゅうする 場しょは かたづいていますか 

○しせいや えんぴつのもち方は 正しいですか 

○まずは 「しゅくだい」に しっかり とり組みましょう 

 

○つくえの上を かたづけて しゅくだいや 自学ノートを おうちの人に 見せましょう 
○時間わりを たしかめて 明日の じゅんびを しましょう 

                   （時間わり・もちもの・えんぴつをけずる） 

○しゅう中して 学しゅう しましょう（３０分 い上） 

○しゅくだいは かならずやって 「自学」も できるようになろう 

○答えがあれば 自分で ○つけができるようになりましょう 

○間ちがえたもんだいや 分からないもんだいは おうちの人にヒントをもら

って もう一ど とりくみましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

                  ★★★たとえば★★★ 

国語 

○文字のれんしゅう（漢字・ローマ字・その他） 

  ・じゅく語や短文の中で、漢字をれん習する 

  ・教か書の文をうつして書く 

  ・「とめる」「はらう」「はねる」に気をつける 

○言葉の意味調べ 

  ・じ書などを使って、言葉の意味を調べる 

○本を読んだ感そうや日記を書く 

  ・おすすめの理由を書く 

  ・したことや見たこと気持ちをくわしく書く 

  ・考えたことを書く 

算数 

○問だいにちょうせん 

  ・教科書の問だいなどに、もう一度取り組む 

  ・苦手な問だいやちょうせんしたい問だいに取り組む 

理科 

 

社会 

○好きなところ・大じなところのまとめ 

・教科書やノートなどから図や言葉などをまねしながら 

   写したりまとめたりする 

○気になることをさらに調べる 

・百科じてんや図かんで調べてまとめてみる 

その他 

○楽器の練習（音楽） 技の練習（体育） 

〇外国語のアルファベットや単語を書く 

○クロームブックでできる学習       など 

 

 

  

 

 

 

 

 

○学校からのお手紙は、おうちの人にわたしましたか（おきましたか） 

○学習する場所は、かたづいていますか 

○しせいやえんぴつの持ち方は、正しいですか 

○まずは、「宿だい」にしっかり取り組みましょう 

 

○「家庭学習計画・ふりかえりシート」に、今日の予定と目ひょうを書きます 

○集中して、学習しましょう（４０分以上） 

○宿だいのあとは、「自学」にも進んでとり組もう 

○答えがあれば、自分で○つけができるようになりましょう 

○間ちがえた問だいがあれば、もう一度その問だいに取り組みましょう 

○「家庭学習計画・ふりかえりシート」に、取り組んだこと・宿だい時間・自 

学時間・ふりかえり・自こひょうかを書きます 

 
○つくえの上をかたづけて、自学ノートをおうちの人に見せましょう 

○時間わりをたしかめて、明日のじゅんびをしましょう 

                   （時間わり・持ち物・えんぴつをけずる） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ★★★たとえば★★★ 

国語 

○文字の練習（漢字・ローマ字・その他） 

  ・じゅく語や短文の中で、学習した漢字を練習する 

  ・視写する 

○言葉の意味調べ 

  ・辞書などを使って、言葉の意味を調べる 

○おススメの本の理由や日記を書く 

  ・思ったこと・考えたこと・理由 

宿
題
や
テ
ス
ト
の
間
ち
が
え
た
問
題
に
も
う
一
度
取
り
組
む
・
ふ
く
習 

 

算数 

○問題にちょうせん 

  ・教科書の問題などに、もう一度取り組む 

  ・苦手な問だいやちょうせんしたい問題に取り組む 

理科 

 

社会 

○好きなところ・大じなところのまとめ 

・教科書やノートなどから図や言葉などをまねしな 

がら写したり、まとめたりする 

○気になることをさらに調べる 

・百科辞てんや図かんで、調べてまとめてみる 

○覚えるための練習をする 

  ・都道府県 しんこう局 地図記号 理科の用語 

その他 

○楽器の練習（音楽） 技の練習（体育） 

〇外国語のアルファベットの練習  

〇けん定のために、ドリルに取り組む 

○クロームブックでできる学習      など 

       ※キャラクターなどに、ポイントを「かいせつ」させるのもいいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校からのお手紙は、おうちの人にわたしましたか（おきましたか） 

○学習する場所は、かたづいていますか 

○しせいやえんぴつの持ち方は、正しいですか 

○まずは、「宿題」にしっかりとり組みましょう 

 

○集中して学習しましょう（５０分以上） 

○宿題の後は、「自学」にも進んで取り組もう 

○「家庭学習計画・ふりかえりシート」に、今日の予定と目標を書きます 

○答えがあれば、自分で○つけができるようになりましょう 

○間ちがえた問だいがあれば、もう一度、その問だいに取り組みましょう 

○「家庭学習計画ふりかえりシート」に、取り組んだこと・宿だい時間・自学 

時間・ふりかえり・自こひょうかを書きます 

 
○つくえの上をかたづけて、自学ノートをおうちの人に見せましょう 

○時間わりをたしかめて、明日のじゅんびをしましょう 

                   （時間わり・持ち物・えんぴつをけずる） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ★★まず、以下のゆう先順位で取り組もう★★ 

      ①テスト・宿題の「間ちがえた問題」にもう一度取り組む 

      ②近くにあるテストに向けた「テスト勉強」をする 

      ③今日や、少し前に習ったことの復習をする 

                  ★★たとえば…★★ 

国語 

○漢字の練習（熟語や短文で、何度も） 

○語句の意味調べ 

○読んだ本の感想やおすすめする文章を書く 

○日記や詩、創作文を書く（表現方法を工夫して） 

 

宿
題
や
テ
ス
ト
の
間
ち
が
え
た
問
題
に
も
う
一
度
取
り
組
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
ス
ト
勉
強
・
復
習 

算数 
○教科書などの問題を解く 

○計算や考え方のポイントをまとめる 

理科 

○行なった実験のやり方、その結果、そして考さつ（まとめ）を 

もう一度まとめる 

○観察したことを図と言葉でまとめる 

社会 

○国土や気こうの様子、農業・水産業・工業・情報産業の 

 特ちょうを図や言葉でまとめる 

○産業に携わる人の工夫や苦労をまとめる 

その他 

○楽器の練習（音楽） 技の練習（体育） 

 料理やぬい物など（家庭科で学習したことをやってみる） 

〇外国語のアルファベットや英単語を正しく書き写す 

〇けん定のためにドリルに取り組む 

○クロームブックでできる学習          など 

   ※キャラクターなどに、ポイントを「解説」させるのもいいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
○つくえの上を片づけて、自学ノートをおうちの人に見せましょう 

○時間割を確かめて、明日の準備をしましょう 

○答えがあれば、自分で○つけをしましょう 

○間ちがえた問題があれば、その「わけ」を考え、もう一度その問題に取り組 

みましょう 

○「家庭学習計画ふりかえりシート」に、取り組んだこと・宿だい時間・自学 

時間・ふりかえり・自己ひょうかを書きます 

 

○学校からの お手紙は おうちの人に わたしましたか（おきましたか） 

○学習する場所は 片付いていますか 

○まずは 「宿題」に しっかり 取り組みましょう 

○集中して学習しましょう（６０分以上） 

○宿題の後は、「自学」にも計画的に取り組もう 

○「家庭学習計画・ふりかえりシート」に、今日の予定と目標を書きます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ★★自分で優先順位を判断して取り組もう★★ 

      ○テスト・宿題の「間ちがえた問題」にもう一度取り組む 

      ○近くにあるテストに向けた「テスト勉強」をする 

      ○今日や、少し前に習ったことの復習をする 

                ★★たとえば…★★ 

国語 

○漢字の練習（熟語や短文で、何度も） 

○語句の意味調べ 

○読んだ本の感想やおすすめする文章を書く 

○日記や詩、創作文を書く（効果的な表現方法で） 

 

宿
題
や
テ
ス
ト
の
間
ち
が
え
た
問
題
に
も
う
一
度
取
り
組
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
ス
ト
勉
強
・
復
習 

算数 
○教科書などの問題を解く 

○計算や考え方のポイントをまとめる 

理科 

○行なった実験のやり方、その結果、そして考さつ（まとめ）を 

もう一度まとめる 

○観察したことを図と言葉でまとめる 

社会 

○歴史上の大まかなできごとについて、原因や結果、関係した 

 人物をふくめてまとめる 

○私たちのくらしを成り立たせる仕組みについて、まとめる  

その他 

○楽器の練習（音楽） 技の練習（体育） 

 料理やぬい物など（家庭科で学習したことをやってみる） 

〇外国語のアルファベットの練習  

〇けん定のために、ドリルに取り組む 

○クロームブックでできる学習         など 

   ※キャラクターなどに、ポイントを「解説」させるのもいいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○集中して学習しましょう（７０分以上） 

○宿題の後は、「自学」にも計画的に取り組もう 

○学校からのお手紙は、おうちの人にわたしましたか（おきましたか） 

○学習する場所は、片付いていますか 

○まずは、「宿題」にしっかり取り組みましょう 

○「家庭学習計画・ふりかえりシート」に、今日の予定と目標を書きます 

 

○答えがあれば、自分で○つけをしましょう 

○間ちがえた問題があれば、その「わけ」を考え、もう一度その問題に取り組 

みましょう 

○「家庭学習計画・ふりかえりシート」に、取り組んだこと・宿だい時間・自 

学時間・ふりかえり・自己ひょうかを書きます 

 
○つくえの上を片づけて、自学ノートをおうちの人に見せましょう 

○時間割を確かめて、明日の準備をしましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


